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オープンな技術と高付加価値ソリューションへの集中

お客様へインテグレーションとイノベーションの価値をご提供する

グローバルに統合された企業の先駆者として自らを変革する

IBMの戦略
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IBMの世界的統合企業への変革
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高付加価値領域への集中

1999年 収入

IBMの事業領域のシフト

37%

23%

40%

サービス

ハードウェアと金融

ソフトウェア

2007年 収入
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IBMの知的財産戦略の展開

独占
他社製品を排除

影響
事業活動の自由を確保す
るためのクロスライセンス

収入
収入を得るた
めに活用

成長
ビジネスの成長に
影響を与える

1960
Proprietaryなイノベーションを

重視した工業化時代 2008
協業的なイノベーションに

基づいた知識経済

1990




